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事例から学ぶ
⑦腎機能が低下した患者に関する事例

■事例の内容

８０歳代男性に外科から、【般】セフジニルカプセル１００ｍｇ３カプセル、【般】

ジクロフェナクＮａ錠２５ｍｇ３錠分３毎食後３日分が処方された。薬剤服用歴と

お薬手帳より、併用薬にセレコックス錠１００ｍｇとアーガメイト２０％ゼリー

２５ｇがあることが判明したので、以下の３点について疑義照会を行った。

・【般】ジクロフェナクＮａ錠２５ｍｇとセレコックス錠１００ｍｇとが同効薬の重複

であること

・アーガメイト２０％ゼリー２５ｇ服用中であることから腎機能低下が考えられる

が、【般】ジクロフェナクＮａ錠２５ｍｇは重篤な腎障害のある患者では禁忌とさ

れていること

・【般】セフジニルカプセル１００ｍｇも腎機能によって用法・用量の再検討が必要

であること

　その結果、【般】ジクロフェナクＮａ錠２５ｍｇは中止となり、【般】セフジニルカ

プセル１００ｍｇ２カプセル分２朝夕食後３日分へ変更になった。

■背景・要因

併用薬及び腎機能の確認ができていなかったことが、今回の発生要因と考える。

■事例が発生した薬局の改善策

高齢者の場合は、特に併用薬や肝機能、腎機能について注意して処方せん監査を行

う必要がある。

➡この他にも事例が報告されています。

◆７０歳代男性に外科より発行された処方せんを受け付けた。処方内容は、ティーエスワ

ン配合ＯＤ錠Ｔ２５　４錠分２朝夕食後１４日分であった。患者情報収集時に、ティー

エスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５を服用するのは今回が初回であり、本日の血液検査の結果が

クレアチニン値０．９４であることを確認した。薬剤服用歴の情報によると体重４９ｋｇ、

身長１５６ｃｍであることからクレアチニンクリアランスを４４．９ｍＬ／分と算出し

た。４０以上６０未満の範囲であり、一段階以上の減量が妥当と判断し、処方医に疑義

照会を行う。ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２０　４錠分２朝夕食後１４日分に変更とな

った。



❶名称類似に関する事例

注意を要する名称類似医薬品の組み合わせ

薬局ヒヤリ ･ハット分析表� 2015年

　ヒヤリ・ハット事例のうち、名称類似に関する「薬剤取違え」の事例が２１１件報告されています（集
計期間：２０１５年１月１日～１２月３１日）。このうち、主な薬効の異なる組み合わせ及び成分の異
なるハイリスク薬を含む組み合わせは特に注意が必要です。２０１４年に引き続き２０１５年にも報
告された注意を要する「名称類似医薬品」の組み合わせを以下に示します。

医薬品名（主な薬効） 医薬品名（主な薬効）

アスパラカリウム
無機質製剤

アスパラ－ＣＡ
カルシウム剤

アテレック
血圧降下剤

アレロック
その他のアレルギー用薬

クラリス
主としてグラム陽性菌，マイコプラズマに作用するもの

クラリチン
その他のアレルギー用薬

ノイロトロピン
解熱鎮痛消炎剤

ノイロビタン
混合ビタミン剤（ビタミンＡ・Ｄ混合製剤を除く。）

ノボラピッド
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ノボリン
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）

（ハイリスク薬）

ムコスタ
消化性潰瘍用剤

ムコダイン
去たん剤

ユベラ
ビタミンＥ剤

ユベラＮ
その他の循環器官用薬

※１　「主な薬効」とは、その医薬品の個別医薬品コード先頭３桁の医薬品分類を示す。
※２　「名称類似医薬品」とは、頭文字が２文字以上一致している医薬品の組み合わせ、もしくはそれ以外で報

告事例に名称が類似していることにより取違えたことが記載されている医薬品の組み合わせとした。
※３　薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業平成２７年年報　１０８頁　図表１－６、１１１頁　図表１－

１１、１１３頁　図表１－１６を改変

腎機能が低下した患者に関するポイント

●患者に医薬品を交付してから、その薬が体外へ排泄されるまでの安全管理は、薬剤

師の責務である。

●腎障害の副作用を有する医薬品と、腎機能に応じた投与量の調節や中止が必要な医

薬品を整理しておく必要がある。

●患者からの聞き取りや処方内容、臨床検査値、透析などの情報から腎機能の低下が

疑われる場合は、処方された医薬品の腎排泄性や腎障害性の有無、透析性を確認し、

疑義が生じた場合は医師に確認を行う。

◆透析中の患者にクラビット錠５００ｍｇ　１錠分１夕食後の処方が出た。疑義照会した

ところ、クラビット錠２５０ｍｇに変更になり、本日２錠夕食後に服用し、明日は服用

せず、明後日から１錠分１夕食後で一日置きに服用するという指示になった。

◆９０歳代の患者に、バルトレックス錠５００　６錠分３の処方が出た。薬剤師が患者の

年齢から腎機能の低下を疑い、疑義照会して減量の提案を行った結果、４錠分２に変更

になった。


